
市政だより
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活，をな 窓 見 を 出す生活 学 後のみな さん

ゼロ歳児の保育など

一 一
主婦の願いを行政ヘ
一

大村生活学校

広く豊かな知識を求めて
大村生活学校叫咽初予運営努員長学級生曲人)

は市連合婦人会@活a仙のー環として婦人特に主婦を

主体にして生活運動を隈潤しています

急激応変化する社会の動曾の中で、主婦が家庭経

営をどう処湿してゆ〈か、生活をとりま〈身近'.問

題.今目的問掴にと 9年間時代"閉した学習と問題

解決への活動を続けています.

本年度 も公嘗‘111境.資源.物価、il<治など鴫査

活動を含め多織に展刻する中で「主鍋の願いを行改

へ」をテーマに生語学綬を開価しました

1 ~20日市民会館iζ鯵婚した臼人の婦人会員は、
市側から6育長外関係偲長信どの111"の患と1<.婦

人@願いを行敢にっと，<次のような活鎗は怠見を出

しました.
集会所、周辺地区の趨幽胞について

ゼロ，.児保脊、幼稚111(2年)について

空き組の鎗事処理.ごみ処理について

倒鴻の..欄について
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(2) り

防
空
に
従
事
し
て
死
傷
し
た

おおむ

警
防
団
員
等
に
特
別
支
出
金

市政だより

乙
の
た
び
昭
和
四
十
九
年
十
二

月
二
十
日
、
自
治
省
告
示
二
一
四

号
で
第
二
次
大
戦
中
旧
警
防
団
令

(
昭
和
十
四
年
勅
令
第
二

O
号
)

に
よ
る
警
防
団
員
と
し
て
旧
防
空

法
(
昭
和
十
二
年
法
律
第
四
七
号
〉

の
規
定
に
基
づ
い
て
防
空
に
従
事

し
、
重
大
な
過
失
に
よ
る
こ
と
な

く
死
亡
、
負
傷
、
ま
た
は
疾
病
に

か
か
り
、
前
回
(
昭
和
四
十
四
年

自
治
省
告
示
第
一
四
二
号
〉
の
規

定
に
基
づ
い
て
特
別
支
出
金
の
支

給
を
受
け
な
か
っ
た
警
防
団
員
、
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ま
た
は
そ
の
遺
族
の
う
ち
次
の

一
、
二
に
該
当
す
る
警
防
団
員
、
ま

た
は
そ
の
遺
族
に
特
別
支
出
金
を

支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.

一
旧
防
空
従
事
者
扶
助
令
に
よ
る

扶
助
金
を
受
け
な
か
っ
た
人
、

ま
た
は
そ
の
遺
族

二
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
五
一
号

の
援
護
法
の
一
部
改
正
前
の
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
援
護
を
受
け
な
か
っ
た

人
、
ま
た
は
そ
の
遺
族
.

支
給
額

死
亡
警
防
団
員
七
万
円

傷
病

H
H

五
万
円

支
給
の
対
象
と
な
る
遺
族

警
防
団
員
の
死
亡
当
時
の
親
族

で
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹
お
よ
び
三
親
等

内
の
親
族
で
当
該
団
員
の
葬
祭
を

行
っ
た
人
。
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本
人
で
な
い
人
が
納
税
証
明
書
を
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
本
人
の

一

求

川

を

一

日

請

川

h

ヤ
八
委
任
状
(
五
十
円
の
収
入
印
紙
貼
付
)
を
添
え
て
請
求
し
て
下
さ
い
o

v

γ

代

川

が

;
た
だ
し
納
税
管
理
人
、
相
続
人
、
同
一
世
帯
の
親
族
は
必
要
あ
り
ま
~

〈

期

川

任

草

川

せ

ん

o

A

い

税

川

二

、

ぐ

-

章

一

三

戸

詳

し

く

は

、

課

税

課

ま

た

は

収

納

課

に

お

尋

ね

下

さ

い

。
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図

選
挙
の
主
役
は
わ
た
く
し
(
有
権
省
)
だ

心

が

ま

え

が

政

治

を

左

右

す

る

申
請
期
限
二
月
十
五
日

申
請
手
続
申
請
人
が
居
住
す
る

市
町
村
役
場
で
行
い
、

県
を
経

由
し
て
自
治
大
臣
へ

提
出
す
る

※
詳
し
く
は
市
総
務
課
庶
務
係
消

防
関
係
事
務
担
当
(
電
話
①
l

一
一
一
二
一
ム
ハ
)
へ
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
二
月
十

六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す

が、

源
泉
徴
収
に
よ
り
納
め
過
ぎ

た
税
金
の
還
付
は
二
月
末
日
ま
で

に
申
告
さ
れ
ま
す
と
記
載
事
項
に

誤
り
が
な
い
限
り
直
ち
に
お
返
し

で
き
る
よ
う
税
務
署
で
準
備
さ
れ

て
い
ま
す
.

。
源
泉
還
付
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
人

1

給
与
・
年
金
・

手
当

・
退
職

金
な
ど
を
受
げ
ら
れ
た
人
で、

災
害
や
盗
難
に
あ
い、

ま
た
は

治
療
費
や
寄
付
金
の
支
払
い
に

よ
り
税
金
が
少
な
く
な
る
人

2

株
式
の
配
当、

外
交
員
の
報

酬
、
集
金
手
数
料
な
ど
の
収
入

が
あ
る
人
で
、
そ
れ
以
外
の
所

得
が
多
く
な
い
人

3

給
与
所
得
者
で
、
昭
和
四
十

九
年
中
に
退
職
し
、

再
就
職
し

な
か
っ
た
た
め
、

年
末
調
整
を

受
け
ら
れ
な
か
っ

た
人
。

。。。

。。

。
。。

就

職

支

度

金

を

支

給

原
爆
被
爆
手
帳
保
持
者
に

原
爆
被
爆
手
帳
保
持
者
で
本
人

L

ま
た
は
そ
の
子
供
の
就
職
の
場
合

は
就
職
支
度
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

一
被
爆
者
(
手
帳
保
持
者
)
と
生

計
を
同

一
に
す
る
子
供
が
県
内

の
公
共
職
業
安
定
所
を
通
じ
就

職
す
る
場
合

一所
得
が
低
所
得
で
あ
る
人
に
は

本
人
の
場
合
四
万
円
、
そ
の
子

の
場
合
は
一
万
二
千
円
が
支
給

さ
れ
ま
す

一
申
請
書
は
市
社
会
課
に
あ
り
ま

す。

提
出
期
限
三
月
五
日
ま
で
市
社

会
課
に
出
し
て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
社
会
課
へ。
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み
ど
り
と

絵
の
あ
る
総

合
医
療
セ
ン

タ
ー
市
立
病

院
は、

市
民

の
た
め
の
病

院。
つ
く
り
を

積
極
的
に
お

し
す
す
め
て

い
ま
す
が
、

こ
の
た
び
、

よ
り
よ
い
市

民
の
み
な
さ

ん
の
病
院
と
す
る
た
め
、
き
た
ん

の
な
い
苦
情
や
ご
意
見
を
伺
う

一

みなさんのと意見を

市立病院に投書箱

方
策
と
し
て
院
内
三
カ
所
に
投
書

箱
を
設
置
し
ま
し
た
。

お
お
い
に

ご
利
用
下
さ
い。

と

一
一
月
十
五
日
(
土
)
一

午
後
一
時

t
四
時
一

耳
と
言
葉
の

相
吾4ξ
ログt

日

き

と
こ
ろ

福
祉
セ
ン
タ
ー



図

投

票

は

よ

く

み

よ

く

き

き

自

分

で

き

め

て

さ

そ

い

や

お

ど

し

に

の

ら

ぬ

こ

と
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ネ
ズ
ミ
を
退
治
し
よ
う

ー
い
ま
が
チ
ャ
ン

ネ
ズ
ミ
は
年
聞
を
通
じ
て
生
息

し
て
い
ま
す
が
、
特
に
秋
か
ら
春

に
か
け
て
繁
殖
力
が
お
う
盛
に
な

り
、
動
き
も
活
発
で
す
。

乙
の
時
期
を
利
用
し
て
、

家
庭

や
職
場
が
一
体
と
な
っ
て
、
い
っ

せ
い
に
駆
除
を
し
ま
し
ょ
う。

〔
駆
除
の
方
法
〕

り

V
環
境
的
駆
除
法

ネ
ズ

ミ
の
生
活
か
ら
、
食
べ
る

おお む市政だより(3) 

ス

も
の
と
住
む
場
所
を
う
ば
い
さ
る

こ
と
で
す
。

食
料
品
の
管
理
、
食
物
、

残
菜

な
ど
の
処
置
、
家
庭
内
の
整
理

・

整
と
ん
、
侵
入
の
防
止
(
通
路
を

ふ
さ
ぐ
)
を
徹
底
す
る
こ
と
で
す

V
化
学
的
駆
除
法

毒
え
さ
を
使
っ
て
、
ネ
ズ
ミ
を

中
毒
死
さ
せ
る
こ
と
で
、

毒
薬
が

ネ
ズ
ミ
の
体
内
に
蓄
積
し
て
、
だ

ん
だ
ん
活
動
を
に
ぶ
く
し
、
視
力

を
お
と
ろ
え
さ
せ
、
死
に
至
ら
し

め
る
方
法
で
す
。

毒
飼
百

t
百
五
十
粒
を
チ
リ
紙

な
ど
に
包
み
、
い
つ
も
え
さ
を
食

べ
な
れ
た
と
こ
ろ
、
通
路
付
近
の

物
か
げ
な
ど
に
数
カ
所
配
置
し
ま

す
。
配
置
し
た
後
は
、
食
べ
て
い

る
か
確
認
し
ま
す
。
食
べ
て
い
れ

ば
、
ネ
ズ
ミ
の
通
路
と
な
る
所
で

す
か
ら
、
掘
っ
た
毒
え
さ
を
補
給

し
、
五
日
間
以
上
食
べ
な
く
な
る

ま
で
続
け
る
と
効
果
的
で
す
。

。
殺
そ
剤
の
あ

っ
せ
ん
に
つ
い
て

各
町
内
に
申
込
書
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
町
内
単
位
で
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

V
殺
そ
剤
の
容
量
、
価
格

二
百
タ
入
百
五
十
円

V
申
込
締
切

一
一
月
十
五
日
(
期
日
厳
守
)

「一竹松地区の住所変更登記一寸

」ー市長証明書をー~

竹
松

地
区
は

十
一
月

五
日
か

ら
字
名

が
な
く

な
り
新

し
い
町

名
の
一

本
建
て

と
な
り

ま
し
た

が
、
そ

の
名
称

変
更
に

伴
う
戸

籍
関
係

土
地
登
記
簿
な
ど
公
簿
の
変
更
は

市
役
所
や
法
務
局
で
行
い
ま
し
た

が
、
登
記
名
義
人
の
住
所
の
変
更

登
記
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ

て
個
人
で
申
請
し
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

法
人
、
会
社
な
ど
に
つ
い
て
は

こ
の
制
度
に
よ
る
町
名
変
更
の
場

合
は
期
限
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
必
要
に
応
じ
て
住
所
の
変
更

登
記
を
さ
れ
る
場
合
は
、
市
長
の

証
明
書
を
持
参
さ
れ
る
と
登
録
税

は
免
除
さ
れ
ま
す
の
で
市
総
務
課

町
名
町
界
係
へ
申
し
出
て
下
さ
い

申
請
書
用
紙
な
ど
も
準
備
し
て

い
ま
す
。

パ
タ
ン
パ
タ
ン
と
も
ぐ
ら
打
ち

ふ
る
さ
と
の
民
俗
行
事
が
受
け

継
い
で
い
る
水
田
町
子
供
会
(
池

田
広
会
長
五
十
八
人
)
は
十
五

日
町
内
の
各
家
庭
を
回
っ
た
。
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デ

イ

ル

・

ア

ン

ダ

ー

ト

ン

さ

ん

今
年
一
月
高
校
を
卒
業
し
た

ム

ば
か
り
で
高
校
時
代
は
ス
ポ

l

A

交

換

留

学

生

と

し

て

豪

州

か

ら

ツ

マ

ン

で

明

朗

な

お

嬢

さ

ん

で

川

八

す。

へ

大
村

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
海

訪

問

さ

れ

ま

し

た

。

一

年

間

大

村

高

校

で

学

校

・

ャ

江
田
千
秋
会
長
会
員
四
十
九
人
)
デ
イ
ル
・
ア
ン
ダ
ー
ト
ン
さ
ん

M

の
招
き
で
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
は
お
父
さ
ん
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
庭
を
通
じ
て
日
本
文
化
の
数
~

ブ
青
少
年
交
換
学
生
と
し
て
デ
イ
・
フ
リ
マ
ン
ト
ル
市
の
家
具
製
造
々
を
学
び
た
い
と
希
望
に
胸
を

A

ル
・
ア
ン
ダ
ー
ト

ン

さ

ん

(

十

七

会

社

の

部

長

き

ん

で

兄

弟

四

人

の

内

ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

V

歳
)
が
一
月
二
十
二
日
市
役
所
を
二
女
で
す
。

・2
i
、r
-
-
J
・・3
'
、，r
・・.，
r
、Ef--J
・、J
f
・s
・---JE
、.2
・2
・、，，
.. 3
・・、，
t
J
・・2
，、
j

・・・・・
t
P
E
J
-
-
-
J
s
k
f
-
-
J
s
、f
・?
-
k
d
t
.
・2
・J
z
、J
・・・J
E
、，
e
・2
2
・、，
t

，・・1
.
r
、f--e

清
和
国
で
も
ぐ
ら
打
ち
を
す
る

子
供
た
ち

lk 

供

A-
一品

町

子

田
朝
八
時
公
民
館
に
集
合
、
前
日

お
父
さ
ん
た
ち
が
つ
く
っ
た
竹
の

先
に
ワ
ラ
な
わ
を
巻
い
た
も
ぐ
ら

打
ち
の
竹
の
棒
を
も
っ
て
「
十
五

日
の
モ
グ
ラ
打
ち

O
Oさ
ん
う

ち
の
栄
え
る
と
と
い
え
も
i
せ
い

え
も
せ
」
と
い
っ
て
竹
の
棒
で
庭

先
な
ど
を
打
ち
、
今
年
の
豊
作
と

健
康
を
祈
っ
た
。

そ
の
後
全
員
で
お
礼
の
お
金
を

市
立
老
人
ホ

l
ム
に
贈
り
、
こ
こ

で
も
盛
大
に
も
ぐ
ら
打
ち
を
行
っ

た。
公
民
館
で
は
お
母
さ
ん
た
ち
に

も
ら
っ
た
も
ち
な
ど
で
ぜ
ん
ざ
い

を
つ
く
っ
て
も
ら
い
、
水
田
町
子

供
会
員
は
楽
し
い
ふ
る
さ
と
の
香

り
の
す
る

一
目
だ
っ
た
。
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市6件県1件、新規指定

県
指
定
文
化
財

V
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑

(有
形
文
化

財

・
立
田
謹
氏
所
有、

市
立
資
料

館
保
管
)

H
雲
母
片
岩
の
板
碑
で

正
面
上
部
中
央
に
直
径
約
二
十
四

m
の
円
形
の
く
ぼ
み
を
つ
け
、
そ

の
中
に
花
十
字
、
正
面
下
部
に

B

A
S
T
I
A
N
F
I
O
B
V
と

二
段
に
彫
ら
れ
て
い
る
。
十
六
世

紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
初
め
ご
ろ

に
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。
昨
年、

鬼
橋
町
立
田

護
氏
宅
の
石
垣
の
中
か
ら
発
見
さ

れ
た
。
こ

の
様
式
の
キ
リ
シ
タ
ン

墓
碑
が
わ
が
国
で
現
存
す
る
の
は

唯

一
と
い
う
貴
重
な
も
の
。

幹記 企市
回念 三指
り 物浦n 定
六 ・ 日L文

桑 泊きイヒ
五 畑 のv財
m 枝ム
、折ク

第氏ノ
ー 宅キ
枝 庭 (
三)天

H 然

ーか
h
ff

一
浦
田
泊
の

?

又

ノ

キ

図

耳

と

言

葉

の

相

談

日

五

m
に
も
及
び
、

樹
齢
数
百
年
と

い
わ
れ
る
古
木
、

海
風
を
正
面
に

う
け
、

盆
栽
の
よ
う
な
美
し
い
枝

ぶ
り
で
、

幹
に
は

コ
ブ
状
の
隆
起

が
多
い。

V
本
経
寺
の

ソ
テ
ツ

(天
然
記
念

物

・
本
経
寺
境
内
)
H
本
堂
前
に

植
え
ら
れ
た
一

対
の
老
木
。
大
き

い
だ
け
で
な
く
、
樹
勢
が
よ
く
、

左
右
対
照
的
で
、
樹
相
が
美
し
く

優
れ
て
い
る
。

は
ち
ま
ん
じ
ん
じ
ゃ
し
ゃ
そ
う

V
八

幡

神

社
の
社
叢

(天
然
記

念
物

・
松
原

一の
郷
)

U
社
殿
を

中
心
に
し
て
約
二
十

α
に
ク
ス
の

古
木

一
株
、
マ

キ
の
古
木

一
株
、

ケ
ヤ
キ
の
壮
年
木
八
株
、
エ
ノ
キ

の
壮
年
木

一
株
な
ど
が
う
っ
そ
う

と
茂
り
、
鎮
守
の
森
と
し
て
の
美

観
を
呈
す
る
。

ζ

う
て
ん
じ
ん
じ
ゃ
し
ゃ
そ
う

V
実

天
神
社
の
社
叢
(
天
然
記

念
物

・
竹
松
宮
小
路
二
丁
目
)
H

国
道
担
号
線
に
そ
い
ク
ス
三
株
、

ム
ク
二
株
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ

一
株

エ
ノ
キ

一
株
な
ど
の
大
木
が
繁
茂

し
て
、
壮
厳
な
神
域
を
思
わ
せ
、

市
民
の
い
こ
い

の
場
で
も
あ
る
。

た
じ
も

よ
う
し
き
ぽ
ひ

V
田
下
の
キ
リ
シ
タ
ン
様
式
墓
碑

ひ
ら
い
お
り

(史
跡

・
萱
瀬
田
下
郷
)

H
平
庵

型
の
キ
リ
シ
タ
ン
様
式
の
墓
碑
二

基
が
島
り
、
う
ち

一
基
に
は
仏
教

の
戒
名
が
直
接
、
他
の一

基
に
は

側
塔
に
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い
る。

2 

< ~ 

15 
日

(
土
)

じ
よ
う
お
う

と
も
に
承
応
二
年
(
一
六
五
三

年
)
の
建
立
と
あ
り
、
キ
リ
シ
タ

E
お
り
〈
ず

ソ
大
殉
教
事
件

「
郡
崩
れ
」
の
四

年
前
に
あ
た
る
。

宗
教
の
複
雑
な

変
せ
ん
を
証
明
す
る
貴
重
な
資
料

と
い
え
る。

は
く
り
ゅ
う

は

ち

V
白

竜

の

鉢

(有
形
文
化
財

・

長
安
寺
所
蔵
)
H
慶
長
年
問
、
長

安
寺
創
建
に
あ
た
っ
て
貢
献
さ
れ

ふ
〈

た
お
福
の
方

(
時
の
藩

主

大

村

よ
し
あ
き

喜

前

の

姉
)
の
寄
進
に
な
る
も

の
と
の
伝
え
が
あ
る。

直
径
三
十

二
側
、
高
さ
三
十
一
・
五
仰
の
白

磁
の
鉢
で
あ
る
が
、

火
炎
の
赤
や

背
と
爪
に
金
色
を
配
し
た
自
竜
の

図
柄
が
見
事
で
あ
る
。

定

例

行

政

相

談

日

行
政
管
理
庁
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

行
政
相
談
委
員
が
、
市
役
所
市
民

相
談
室
で
毎
月
第
二
木
曜
日
に
定

例
相
談
を
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
国
や
公
社
、

地
方
公
共
団
体
な
ど
の
仕
事
に
つ

い
て
皆
さ
ん
か
ら
意
見
や
苦
情
、

要
望
を
聞
き
、
申
し
出
人
に
助
言

を
し
た
り
、
関
係
行
政
機
関
に
対

し
連
絡
す
る
な
ど
の
途
を
開
い
て

解
決
を
促
進
し
、
行
政
の
民
主
的

な
運
営
に
寄
与
す
る
と
共
に
、
業

務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
よ
う
、

公
正
な
第
三
者
の
立
場
か
ら
皆
さ

ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

国
道
や
河
川
に
関
す
る
こ
と
や

国
鉄
、
郵
便
局
、
電
報
電
話
局
、

午

後

1

時

4 

時

毎

月

第

木

曜

日

2 

専
売
公
社
、
税
務
署
、
労
働
基
準

局
関
係
、
年
金
、
恩
給
、
そ
の
他

国
の
機
関
で
取
り
扱

っ
て
い
る
仕

事、

ま
た
県
や
市
な
ど
の
仕
事
に

つ
い
て
テ
キ
パ
キ
や
っ

て
も
ら
え

な
い
、納
得
で
き
な
い
、手
続
き
な

ど
が
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
、
な
ど
苦

情
や
要
望
、
意
見
が
あ
る
人
は
、

乙
の
相
談
自
に
お
い
で
に
な
っ
て

お
気
軽
に
相
談
し
て
下
さ
い
。
取

り
扱
い
は
無
料
で
ま
た
秘
密
に
し

た
い
人
は
、
希
望
に
そ
う
よ
う
に

し
ま
す。

二
月
の
相
談
日
は

二
月
十
三
日

午
前
九
時

l
十
二
時

場
所

市
役
所
市
民
相
談
室

福

祉

セ
、
/ 

タ

一
画
置
量
二

一

不

在

者

投

票

一

一

投

票
は
投
票
日
に
選
挙
人

一

一
が
投
票
所
へ
行

っ
て
投
票
す
一

一
る
の
が
原
則
で
す
。

し
か
し
一

一

当
日
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
投

一

一
票
所
へ
行

っ
て
投
票
す
る
こ

一

一
と
が
で
き
な
い
人
は
、
投
票

一

一

日
の
前
に
投
票

が
で
き
ま

一

一
す
。
こ
れ
が
不
在
者
投
票
制

一

一
度
で

す

。

一

一

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期

一

一
聞
は
選
挙
期
日
の
告
示
の
日

一

一
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
で

一

一

す

。

一

一

な
お
不
在
者
投
票
の
時
間

一

一

は
、
毎
日

(日
躍

・
祝
祭
日

一

一

の
区
別
な
く
)
午
前
八
時
三

一

一
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で

一

一
す
。
不
在
者
投
票
を
行
う
に

一

一

は
次
の
よ
う
な
方
法
が
あ
り

一

一
ま
す
。

一

一
①
大
村
市
の
選
挙
管
理
委
員

一

一

会
で
行
う
投
票

一

一
②
旅
行
先
な
ど
の
他
の
市
町

一

一

村
選
挙
管
理
委
員
会
で
行

一

一

ぅ

投
票

一

一
①
入
院
等
の
場
合
定
め
ら
れ

一

一

た
病
院
な
ど
で
行
う
投
票

一

一
①
船
員
が
船
上
で
行
う
投
票

一

一

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一



図

義

理
f

や

縁

故

に

と

ら

わ

れ

寄

お

し

ら

せ

司

ぜ

V

・

院
ι
9r
バ

Mmω

1

・

一
戸
当
り
一

般

・
老
人
向
け

五
十
四

・
五
七
d

身
体
障
害
者
向
け
五
十
五
・

四
八
d

間
取
一

般

・
老
人
向
け

六
畳
、

六
畳
、
四
畳

(板
張
り
)

身
体
障
害
者
向
け

六
畳
、
四

.
五
畳

設
備
シ
ャ
ワ
ー
室
、

ガ
ス

(
都

市
ガ
ス
)
、
便
所
(水
洗
)

家
賃
(
予
定
)

一
般
住
宅
九
千
五
百
円

老
人
世
帯
九
千
五
百
円

身
体
障
害
者
世
帯

九
千
五
百
円

敷
金
(
予
定
)

一
般
住
宅

二

万

八
千
五
百
円

老
人
世
帯
二
万
八
千
五
百
円

身
体
障
害
者
世
帯

二
万
八
千
五
百
円
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募

集

-
市
営
住
宅
の
入
居
者

を

募

集

一
般
住
宅
七
十
三
戸

老

人

世

帯

向

け

三

戸

身
体
障
害
者
向
け
四
戸

。
池
田
ア
パ
ー
ト
ホ
棟

所
在
地

池
田
郷
字
開
田
七
六
三

番
地
の
八
七

種
別
、
構
造
お
よ
び
戸
数
並
び
に

面
積第

一
種
中
層
耐
火
構
造
四
階
建

三
十
二
戸

一
戸
当
り

りむ

五
十
七
・
三
二

d

(三

K
)

間
取
六
畳
、
六
畳
、
六
畳

(板

張
り
)

設
備
シ
ャ
ワ
ー
室
、
ガ
ス
(
都

市
ガ
ス
〉
、
便
所
(水
洗
)

家
賃
一
万
三
千
円
(
予
定
)

敷
金
三
万
九
千
円
(
予
定
)

O
池
田
ア
パ
ー
ト
ヘ
棟

第
二
種
中
層
耐
火
構
造
四
階
建

三
十
二
戸

(
う
ち
老
人
世
帯
三

戸
、
身
体
障
害
者
世
帯
四
戸〉

おお市政だより(5) 

。
竹
松
ア
パ
ー
ト
B
棟

所

在

地

小
路
口
町
三
二
八
番
地

の
五

種
別
、
構
造
お
よ
び
戸
数
並
び
に

面
積第

一
種
中
層
耐
火
構
造
四
階
建

十
六
戸

誠

実

熱

意

五
十
七
・
三
二
d

(三

K
)

間

取

六

畳
、
六
畳
、
六
畳

(板

張
り
)

設

備

シ

ャ
ワ
ー
室
、
ガ
ス

(
都

市
ガ
ス
)
、
便
所
(
水
洗
)

家
賃
一
万
三
千
円
(
予
定
)

敷
金
三
万
九
千
円
(
予
定
)

一
戸
当
り

入
居
資
格

ム
一
般
入
居
の
場
合

①
市
内
に
住
所
か
勤
務
場
所
を
有

し
所
定
の
家
賃
お
よ
び
敷
金
を

支
払
う
能
力
を
有
す
る
人

①
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
収
入
を

合
算
し
て
昭
和
四
十
九
年
一
月

か
ら
十
二
月
ま
で
の
総
収
入
を

所
得
税
法
に
基
づ
い
て
控
除
し

た
残
額
の
十
二
分
の
一
か
ら
扶

養
親
族

一
人
に
つ
き
一
万
円
を

控
除
し
た
額
が
、

第

一
種
住
宅

の
場
合
は
、
三
万
六
千
円
を
超

え
六
万
五
千
円
以
下
、
第
二
種

住
宅
の
場
合
は
三
万
六
千
円
以

下
で
あ
る
こ
と

①
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
事
が
確
実
で
あ
る
親
族

(未
届
の
配
偶
者
若
し
く
は
婚

約
者
を
含
む
)
が
あ
る
こ
と
.

ム
老
人
世
帯
の
場
合

①
満
六
十
歳
以
上
(
入
居
時
現
在
)

の
老
人
と
配
偶
者
、
ま
た
は
満

十
八
歳
未
満
の
児
童
な
ど
で
構

成
す
る
世
帯
で
あ
る
こ
と

の

人

え

ら

ハ4

市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ

ム
水
主
町
の
溝
口
梅
子
さ
ん
は

教
育
振
興
の
た
め
に
と
次
の

視
聴
覚
機
械
を

八
ミ
リ
撮
影
機

三
台
、
八

ミ
リ
編
集
機

一

一一
た

台
、
三
脚

一
台

し

照

明
器

一
台

ま

社

会

福
祉
事
業
費
へ

、、L

金
一
封

一一

ム
水
田
町
の
宮
崎
満

-つ

太
郎
さ
ん
は
亡
妻

と

タ
カ
さ
ん
の
忌
明

4
U

乙

げ"'
i
w

ム
松
原
浦
婦
人
部
で

付

は

お
宮
日
に
催
し

寄

を
さ
れ
た
お
祝
金

d

』

E

=

J

 

ム
東
三
城
町
の
森
章

子
さ
ん
は
亡
母
マ
シ
さ
ん
の

忌
明
に

ム
大
入
町
の
徳
田
正
男
さ
ん
は

亡
母
ツ
ク
さ
ん
の
忌
明
に

ム
徳
泉
川
内
の
赤
川
義
則
さ
ん

、az--
，、，、
.
E
E
E
.

，、，、.，
E
E

，，、，、
E
E
E
E

，、，、
E
E
E
S

②
そ
の
他
は

一
般
入
居
の
場
合
と

同
じ
条
件
を
必
要
と
し
ま
す
。

ム
身
体
障
害
者
世
帯
の
場
合

入
居
者
若
し
く
は
同
居
者
、
ま

た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
人
が
次

に
該
当
す
る
世
帯

①
戦
傷
病
者
手
帳
お
よ
び
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

は
亡
祖
父
寅
三
さ
ん
の
忌
明
に

ム
本
町
の
松
尾
高
祐
さ
ん
は
亡
父

宮
同
明
さ
ん
の
忌
明
に

ム
大
村
市
青
年
団
連
絡
協
議
会
の

皆
さ
ん
は
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
ダ
ン

ス
パ
ー
テ

ィ
ー
を
催
さ
れ

ム
松
並
町
の
苑
田
貴
義
さ
ん
は
亡

二
男
博
臣
さ
ん
の
忌
明
に

ム
杭
出
津
郷
の
末
竹
克
己
さ
ん
は

亡
妻
ム
メ
さ
ん
の
忌
明
に

ム
水
田
二
区
の
佐
藤
辰
巳
さ
ん
は

亡
母
津
由
紀
子
さ
ん
の
忌
明
に

ム
本
町
二
丁
目
の
前
川
武
行
さ
ん

は
亡
父
嘉
市
さ
ん
の
忌
明
に

ム
八
坂
町
の
沖
田
定
さ
ん
は
亡
母

ナ
ツ
さ
ん
の
忌
明
に

ム
杭
出
津
郷
の
焼
野
ツ
タ
さ
ん
は

亡
夫
金
市
さ
ん
の
忌
明
に

ム
寿
古
郷
の
矢
間
進
さ
ん
は
亡
妹

ス
ク

ヨ
さ
ん
の
忌
明
に

ね
た
き
り
老
人
へ

ム
東
三
城
町
の
森
章
子
さ
ん
は
紙

お
む
つ
を

A
本
町
二
丁
目
の
高
居
街
協
同
組

で
現
在
車
イ

ス
を
使
用
し
て
い

る
人

①
そ

の
他
は

一
般
人
居
の
場
合
と

同
じ
条
件
を
必
要
と
し
ま
す
.

抽
選
日
時

三
月
十
日
午
前
九
時
三
十
分

抽
選
場
所
市
役
所
第

一
会
議
室

入
居
予
定
日
四
月
一
日

ー

合
で
は
見
舞
金
を

清
和
国
へ

ム
水
田
二
区
の
俣
野
豊
子
さ
ん

は
タ
オ
ル
を

ム
長
崎
市
の
松
雪
広
子
さ
ん
と

西
本
町
の
川
内
醇
子
さ
ん
は

亡
母
紀
内
ト
ヨ
子
さ
ん
の
忌

明
に
当
り
金
一
封
を

ム
大
村
地
区
間
盟

(代
表
者
中

村
親
さ
ん
)
で
は
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
i
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

を
催
さ
れ
そ
の
純
益
金
を

子
供
の
家
へ

ム
市
立
病
院
職
員
有
志
の
皆
さ

ん
は
、
愛
好
者
に
よ
り
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
催
さ
れ
そ

の
純
益
金
で
お
菓
子
を

ム
大
瀬
戸
町
の
上
野
の
き
さ
ん

は
金
一
封
を

子
供
の
家
と
向
陽
寮
へ

ム
大
村
警
察
署
刑
事
防
犯
課
十

二
人
会
の
皆
さ
ん
は
、
年
末

に
あ
た
り
金

一
封
を

ム
大
村
地
区
同
盟
で
は
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
l
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
を
催
さ
れ
そ
の
純
益
金
を

。
な
お
老
人
世
帯
向
け
住
宅
の
入

居
申
し
込
み
が
定
数
に
満
た
な

い
場
合
は
、
一

般
入
居
申
込
者

を
抽
選
の
対
象
と
し
ま
す
。

。
入
居
申
し
込
み
は
一
世
帯
で
二

カ
所
ま
で
で
き
ま
す
〈
同
種
の

み〉

※
詳
し
く
は
市
建
築
課

へ。
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-
幼
児
、
児
童

生

徒

募

集

り

県
立
ろ
う
学
校
(
植
松
)

電
話
②
l
二
四
四
四

対
象
お
よ
び
人
員

O
幼
稚
部
・
・
・聴
覚
に
障
害
の
あ
る

幼
児
(
四

t
五
歳
〉

※
三
歳
児
に
つ
い
て
は
認
可
申
請

中
で
す
が
願
書
は
受
け
付
け
ま

す・
O
小
学
部
一
年
・
:
聴
覚
に
障
害
の

あ
る
児
童

(
六
歳
以
上
の
学
齢

児
)

O
小
学
部
二
年
以
上

O
中
学
部

O
高
等
部

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
児
童

・
生

徒
で
転
入
学
を
希
望
す
る
人

O
人
員
は
制
限
な
し

入
学
手
続
入
学
願
書
と
戸
籍
謄

本
一
通
を
二
月
二
十
日
ま
で
に

学
校
名

おおむ市政だより昭和50年 2月 1日
臨1111111111111111川削刷刷川川川川川川剛削馴川剛川川馴川1II11111111111111n制問削剛削削川畑

学
校
長
あ
て
に
提
出

※
入
寮
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
直

接
学
校
へ
。

国
環
境
週
間
の
標
語

を

募

集

内

容

公

害
の
防
止
、
自
然
の
保

護
な
ど
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

の
意
義
を
強
調
し
た
も
の

賞

入
選
:
:
:
一
点

佳作・・・
・・・
五
点

環
境
庁
長
官
賞
状
と
記
念
品

応
募
方
法
官
製
ハ
ガ
キ
一
枚
に

一
標
語
と
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
郵
便
番
号
を
明
記

締
切
二
月
二
十
八
日
(
当
日
消

印
有
効
)

発
表
四
月
上
旬

応
募
先
東
京
都
千
代
田
区
霞
カ

関
三
l

一l
一

環
境
庁
総
務
課
広
報
室

日|診療科目 |医院名 |所在地|電話

内科 ・皮膚科 寺井医院 玖島2-3574 

2内科 琴 尾医院 西三域

整形 外 科 松 永 整形 松 並

内・ 産婦人科 中村医院 春日町2-2733 

9 内・小児科 朝 長 医院 辻田町2-3266 

内科 ・外科 原医院 竹松5-8427 

耳 鼻 科 海江田医院 駅通り 2-3329 

16外 科 佐 藤 外科 杭出津2-3070 

内 科 沢田医 院 萱瀬5-7603 

外 科 松尾 外 科 東本町 2-3331 

23外 科 田崎外科 古町3-1234 

内科 ・外科 牧 山 医院 富ノ原5-7831 

2 月の日曜当番医

圃
「
県
立
千
々
石
少
年

自
然
の
家
の
歌
」
を

募

集

午前9時~午後6時

資
格

県
内
在
住
の
小
・
中
・
高

校
生
お
よ
び
一

般

内
容ω文

体
は
口
語
体
と
す
る

ω構
成
は
三
番
ま
で
と
す
る

ω内
容

開
「
千
々
石
少
年
自
然
の
家
」
周

囲
の
大
自
然
を
表
現
し
た
も
の

的
少
年
が
明
る
く
伸
び
よ
う
と
す

る
姿
を
お
り
と
む

例
簡
易
な
表
現
で
リ
ズ
ム
の
あ
る

お
ぼ
え
や
す
い
も
の
。

作
品
は
未
発
表
の
も
の

応
募
先

長
崎
県
南
高
来
郡
千
々
石
町
釜

免
場
乙
一

四
九

O
1四

県
立
千
々
石
少
年
自
然
の
家

「少
年
自
然
の
家
の
歌
」
係

締
切
三
月
三
日

発
表
三
月
二
十
五
日

入
選
作
は
新
聞
に
掲
載

※
詳
し
く
は
市
社
会
教
育
課
へ
。

注
射
と
検
診

-
妊
婦
教
室

二
月
は
中
止

毎
月
第
二
・
三
火
曜
日
、
大
村

保
健
所
で
行
っ
て
い
ま
す
妊
婦
教

室
は
、
第
二
火
曜
日
(
十
一
日
)

が
祭
日
に
な
り
ま
す
の
で
二
月
は

中
止
し
ま
す
。
三
月
以
降
は
従
来

・ど
お
り
行
い
ま
す
。

圃
ジ
フ
テ
リ
ア
の

予

防

接

種

対
象
者
小
学
校
入
学
前
六
カ
月

以
内
の
人
(
幼
稚
園
な
ど
で
接

種
で
き
な
か
っ
た
人
)

接
種
要
領

0
・
五
守
乞
一
回
皮

下
に
接
種
す
る
。

料

金

無

料

禁
忌
者

か
っ
け
、
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
疾
患
者
、

胸
腺
淋

巴
体
質
者

※診療時間

ジフテリア接種目程表

会 場 名 接種目

市 役 所
2月(火18〉日

萱瀬 出 張 所

諏 訪 公 民 館
2月19日

〈水〉
鈴 田 出張所

竹松本町公民館
2(月木20〉日

福 重出張所

中地区公民館 2〈月金21日

松原 出張所 C:&)

時間はいずれも午後2時~
3時

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

月 日 |場 所 |時 聞 |対 象

2月12日鈴田出張所 9:30-11:00 妊婦と乳幼児

2月14日竹松出張所
9:30-11:00 

乳幼児13:00-15:00 

2月18日訟原出張所 13:30-15:00 乳児

2月27日萱瀬出張所 9:30-11:00 妊婦と乳幼児

講

習

会

圃
四
ミ
リ
映
写
機

操
作
認
定
講
習
会

主
催

市
教
育
委
員
会

・
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日
時
二
月
二
十
七
・
二
十
八
日

午
後
六
時
三
十
分

t
九
時
三
十

分
場

所

中

地
区
公
民
館

定

員

三

十
人

受
講
料

無
料

申
込
二
月
二
十
二
日
ま
で
に
住

所、

氏
名
、
所
属
団
体
を
電
話

か
ハ
ガ
キ
で
、

乾
馬
場
郷
二
四

六
l
五

中

地

区
公
民
館

電

図

こ

つ

こ

#
'
，
.
辛
J

一
票
ぐ
ら
い
と
そ
ま
つ
に

F
る
な

か

な

ら

ず

投

票

ま

ご

こ

ろ

こ

め

て
4

③

l
一
三
七
六
へ
。

認
定

全
日
程
を
終
了
し
、
検
定

合
格
者
に
は
、

県
教
育
委
員
会

か
ら
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
新
し
い
映
写
機
が
入
り
ま
し
た

の
で
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
は

操
作
の
練
習
に
お
出
か
け
下
さ
い

の

他

そ
圃
発
明
相
談
室

二
月
十
五
日
(
土
)

午
前
十
時

t
十
二
時

場

所

市

商
工
観
光
課

発
明
協
会
か
ら
担
当
者
が
出
向

い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

今
年
の
予
定
は
次
の
と
お
り

五
月
十
七
日
、
八
月
十
六
日
、

十
一
月
十
五
日

日
時

-
休
館
日
の
変
更

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ

ン

タ
ー
、

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
)
は

一
月
か
ら
日
曜
日
を
休
館
自
に
し

ま
し
た
。

-
=
月
の
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

。
一
日

O
三
日

l
八
日

O
十
日

O
十
二
日
I
十
五
日

O
十
七
日

t
二
十
二
日

O
二
十
四
日

t
二
十
八
日
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